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Q12a NRO銀河面サーベイプロジェクト：2014年度進捗
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我々は、NROレガシープロジェクトとして、野辺山宇宙電波観測所 45ｍ鏡に搭載された新マルチビーム受信
機 FORESTを用いた銀河面の COサーベイ観測を進めている。45ｍ鏡を用いることで、これまでの CO輝線に
よる銀河面サーベイとしては、最も高い角分解能を達成していると同時に、広帯域の 2SB受信機であるFOREST
を使用した、世界初の 12CO(1–0)、13CO(1–0)、C18O(1–0)の 3輝線同時観測である。COの 3輝線のデータを用
いて、星間ガスの進化と銀河系の構造の関係に関する研究を進めることが目的である（2014年秋季年会Q30a）。
我々は、銀河系の棒状構造・渦状腕を含む銀経 10◦ − 50◦、銀緯±1◦の領域と、銀河系の外側の渦状腕を含む銀

経 198◦ − 236◦、銀緯±1◦の領域の大規模マッピングを計画しているが、2014年度シーズンは合計 220 時間を用
いて、それぞれ 15平方度と 10平方度、合計 25平方度の CO 3輝線のデータを得ることができた。2013年度の
データと合わせると 48平方度（全体の 30％以上）、観測点数にして約 276万点となる。この観測により、これま
での銀河面サーベイでは知られていなかった、さらに広範囲にわたる分子雲の極めて詳細な構造が明らかになっ
た。本講演では、今シーズン行った観測の詳細、および来シーズン以降の観測計画等について報告する。


